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 まず、Zinc finger homeobox1 (Zfhx1)遺伝子について解析を行った。本遺伝子はウニ胚前端部で発現
することが知られていたが、その詳細な発現パターンや機能についてはこれまで報告されていなかった。









































ていることを示した。また、神経外胚葉以外の外胚葉で分泌される因子である Nodal や BMP2/4が神経外
胚葉のパターン化に深く関与していることも明らかにした。以上、本研究は進化の過程で TGF-ß ファミ
リーがどのように神経形成を担う転写因子群の発現制御に影響を与え、神経外胚葉のパターニングに寄
与するようになったかを考える上で重要な知見を与え、新規かつ極めて重要な研究成果である。 
 平成２６年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
